
●

0

Ⅳ-26  開田部を有するコンクリート壁の引張強度について

間組 技術局 正 員 藤 田 圭 一

間組 技術局 正 員 上 国 勝 基
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1  ま えが さ

従来、開口部 を有す るコンク リー ト壁の強度試験に関しては、耐震壁 としてのせん断試験、お よび

梁 としての曲げ試験な どは建築学会で取 り扱われているが、引張試験の行われた ものは少ない。また

これ を、 コンク リー トの引張試験方法の観点か らみる と、一般には、圧裂引張り ,曲げ 引張 りなどで、

単純引張 り、特に今回の如き中央の開田部 を両端か ら引き裂 くとい う方法はみ られなかつた。

筆者 らは、 コンク リー トプロツク (重量 4 5 0 t )を 施工のため運搬す る際、 コィク リー トの引張強

度を利用 して吊 り上げる と工費が節約で きることに着 目した。 これを実験的に確かめるため、中央に

正方形開口部 を 2個 有す る鉄筋 コンク リー ト壁 を、 閉田部にア ンカー した鋼棒 を両端か ら引張ること

に より引さ裂 く試験 を行い、引張応力の分布、開田部周縁の応力集中、お よび、構造物設計 1 / a応用す

るときの近似計算法について興味 ある結果 を得た。

2 .試 験概要

写真 - 1に 示す大 きさの鉄筋 コンク リー・

卜壁 (厚さ 3 0 C m ,  圧 縮強度 σ2 0 = 2 2 0 1 o 3 r )

の 開田部にア ンカー した 2本 ずつの鋼棒を、

中間に置いた 2 0 0 tジ ヤツキ 2台 で上下に

押 した。

3 .測 定

開 口部周縁、中央部水平方向、お よび、

開田部 より対角線方向に、それぞれ ヮィヤ

_ス トレィングージを貼付けて、 2 0 t毎 の

荷重段階におけるひずみを測定 した。

4  結 果

写真―/   試 験 電 亀 裂 状 態

開
｀
口部隅角部の局部的な亀裂は、 引き裂さ荷重 4 0 tで 目につ き始め、その時のひずみは 3 0 0×1 0 6

程度だつた。以後荷重の増加に伴いひずみが 7 0 0×1 0 ~ 6程度迄にはなつたが、亀裂その ものは発達せ

ず、構造物全体 としての破壊にはいた らなかつた。

構造物の破壊 となつた水平方向の亀裂は、 ; |さ裂き荷重 7 0 tでほぼ中央か ら発生 し、 8 0 tで これが

発達し、 90tでは 全ゞ長にわたつて亀裂が走つた。このときのひずみは、亀裂の入つた個所では掴め
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